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という闇ｲ系Eみたす．

コンテ"ンサーの電気容量
1

コニデ.こす－の電気容量連測定し，コニ〒､ﾝサーの性質につll
ての理解E深〃)3。

《婁験A》図1のように定圃糸回路を過しz一定の値に卿I

[1］目的

[2］庚理 [3］器具電解コシデ.こす－〔測定試料)，定慾廻路(融樹内蔵)，
電圧計,電逝,搭驍ｺー ド、

[4］作業《実験A》
（|）〔電圧計の点検〕電圧計の底面に戒るスライ､ド.スイッチE､｢HIGH』

側に入れる．こαときX－ターの指金↑がr)ずかIこマイナス側仁推れろ。

持続コードを振ってrlo(v)(または3(v))」の端子と耳』の端垂這
絡し乙指金tが､Oをさすことを職する．

(z)"II定回路の釣針立て〕図sのように綴食して回路E超引立て息．

試料のコニギ坐サーは2個のう写｢1o00僻FLと表示して訊冒モの
(!I､連の方)E便甲す3.コ二〒0'j_＃ー ﾔ測定菱置の端子瓜種

性（7'うえ・マイナえ）に達意す§ここ．

御さ収た電流fによりコユデ､シ
サー迄充電L,その廉の旙板闇
電迂Vと売雷瞬間の閣係を調べ
る。

．＞デ>サーに蓄元‘小だ電
気量Q(C)と極程閻電圧V

(v)上は比/夕'し，その関ｲ気豚 ■
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< 図 1 ＞ Q=CV--･--O

（7'ように表わされる．このとき

の工IgfI定数C(E)Eコンテ"ニサーの電長溶量という・

一方，,し(A)の電茨産t(S)閻抗したときに綱する電気量e(c)",

a={t-----@

で莱防うれるので',fE茨跳てvとt邑溺!淀す卿たユデュサーの電
完磨量C(F)",①②式より

"C=--些--･-･･--･･@
V

として物>ることが‘て斡きa．

《実験B》電気溶骨か蝿そ収ぞれの並ll掩続鋤畠列接続

聿
となぅニー式,"2f)のように く図2＞
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稚了

(3)［定電衷回路の調整］コユデ､シウーの飼径仇端子とワーグ‘チクリ､'7‘

つきコード､でI短絡し’定零巍回路のスイ,ｼ､ErOI､IJにして電琉計の

遥針が209AA)をさすようにうまみ遅調簿すさ.その後､定極淀回
路、スイ・ツチをrOFFJにしてか5コニデユサーの雨樋直短籍して小蚕

[5]3II定結果（測定しだ繭圧VE記入す3)

コード邉とりはずす，

(4)[31"]定電完回路のスイ‘ﾝチをFOI､jJにするとコュデ､>サーの充
電が‘始まる．上昇していく電丘を.20秒ごとに饗l定すぎ．この脚癖i

睡慈1．の措定が下が．ﾘ通計m惰針が，一定値Eさしていきごとど礎認し，

圦たら劃定を打ち切昌．

(s)電滉僅30(IIA),40(IIA)につ(､之(3),|
す．また，試料迄喧2"9LF)Jの袰示のあ昌

(s)電滉僅30(IIA),40(IIA)につ(､之(3),㈱の操侭剥IEE<りかえ〃
す．また，試料迄喧2"9LF)Jの袰示のあs大きいコニデとサーに替
え,電為亀3OCLA)について同じ､弱IIgE奔ちぅ・

〔6）［激|定喬里の整理〕グ､ラフ用赦に種馳に時間』紙鑓'定電圧Eとって

1"oDAF)のコニデンサーにつll之の馴鹿値這う。□'ﾝトすう（グぢう1).
また,別のグラフ用胤氏を/使，て′電流値が，笑に3ojjA)例上さの2'値'､コト
ヂ‘>サーそlllぞ‘小の謝定値をプロ1,卜する（グラフユ)､
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《実驚渡B》
(|）［莚ろII接続〕四千α）の午う

に2個の．生学とサー這並うllc接鏡

して試洞とし，礎験A(S)6)
q手順を'充緬中の電圧迄測定す3．

このとき穂議値昨3ojLAﾉとす言・
笠

(多）［直うll捲筑。四斗いfP)Jこう

に2個nコL〒‘ユサーを直多IIに1雛

し，(|)と圃樵の過'l塵直行をう．電鬼
値はso<IAA)とす3,

C)[測庭結果α慈理］莞験A(O)
I

、 夕 与 ・ ～ ・ ～ ヴ ーク歴一・＝一一べ衙可六ノ可哩ノ

＜図4＞
ざｲF成したグラフ2に(I)C)の籍
果鑑己入し比鞍す3．

(注）測定力､､､籍]したら1勘圧計叺底画のｽｲ'ツチl津rNORﾄ'1ALJにじこ讃く．
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I

電圧計と篭範して嘩函スイ･ツチ直『HIGHJ,内部抵抗か･･g,'!)1a''
にしだこぎと,FMCRMALJ(零通"'電圧計上目c)'=L-だときこぎ放

電の擦今を比裳し，測越人の影琴E孝之てみよ・

）この寵駿Z種用している定電

[6］考察《雷験A》

（|）ク‘言う1やｸ､弓72の直總陛はエデ､>サーのどlのよう展性嘗邑表わし
ているが．

（2）灘礎E打噂刺さまぜにそれぜれ向(C)の電尭曇が！コシ羊､ﾝサーI念蓄之さ
れたことに彦邑が．（原理②式）

(j)Z個｡､コンデンサーの駿吟蚤をそ爪それ乾鈷よ・ただしIooo4AF)の
表示の銅ざコユーヂ･坐す－たつll-Zは邇麦廻巳力躍庭3回。理4廷から乞唯ど‘

虻菜抗たものE平均せよ。蕊|定勿信頼性迄考え,有効数字に注意す3こと．

④測定から末納た恐量と,表示き水ている僅が矛ﾘ､〈!'ちがうことがあ

る．本喪醗乏使用したざう庖割爾鰐コニテ．ﾝす一て‘は，製品のばちうきが－

大きい仇ご速憲深く行蔵しbﾙL浪劫|礎なう隣91庵が,泥必た零号の方巨信
喚してぷ11．

㈹それぞ､れの遇II定ゼコンデ､シウーに春季'↓''た静倦エネI令キ‘一Iま'『がぽ
ど汁．

《葵験B》

（|）上と局擦にしZ,"il篭縦のとぎ'､容量と畠ｦ|繊のときの癖骨乏そ吹
管賊弍弘よ・

（2）哺理』も‘示した④弍示､(Fザ､⑤式に夢リ計草して物《だ合厩噂冒上．
ここz､測定して絶"'た値と邑比鞍辻よ・庭だし腫開llα電気磨量c1,Cと詞
値としては雷酸Aで､過11定か§だ鈍だも釣屋使うここ．（毛示値乞‘乗＜）

(J)この寵駿て稜用している定電

琉回路はFET(電糊累i-う

ニジスタ）を》便.左右図例よう
な回路を液3．動作原理はやや

蕊しいが,穂造Iま簡単なので装
量の内郭屋のそ"いて石図と封誌、
さなz外ざ上よい．斥諒FET

n足'抑跡やす(Iのご曲『fたり

しないこと，

9下

瀞抵拭

健誕甲）

FET

18ノ？
識計

〆(牛〉充電されだコンデ､三寸一例南極に鼈光

ダイオード逼篭鏡して,短蒔闘摩が曾患
町すgここと蕊か銚之勢よう。二皇子..と

す－'二薄きす小雇静魎エネ'しギ､－が,光

公エネIしギーに変胸っだの胃､菰3，

〔槌光クキオード､に宅極'性か論3.姥完

し享い上きば捲鏡を入叫､廿之Z劃3．〉

碧玉筐
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(参考］（さぅに厭宍しだい人のために）
〔|）この開験で試料とし寝コニデ二サーは,電樽コンデンサーC7-ミコ>)

と吟感血さ．二デ､ニサーさ衣3、電癬コュデンサーさはアルミニウム酌極

綬E電解表中に浸し乙荻リ，極拒毛面にごきざ瞳〈噸迄鍾韓体として用い

ている．麹化膜は非嫌に薄'､左釧，大容量のコニデ‘二サーEうぐ弓ごとが“

てきる。便胴に詣たうzは樋性こ耐電圧に痔に注意Lなければ‘をぅない．

（2）こ仇実験乞便用してil3電圧計はノ電圧計蝿Pを亀，z電魂b鳴片L3の
．を防ぐ､ため噺'|彦工麦がし乙認き‘＋令に充電した．皇デンゥーの両極l青
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